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理数大好き学生選抜について 

 

千葉大学ではスーパーサイエンスハイスクール（SSH）活動等の課題研究で優れた成果を上げた高校生を

対象とした入試・教育方式『理数大好き学生選抜』を行っております。この方式では，理科が大好きな学生が

大学でも継続して研究に取り組める体制を整えることにより，千葉大学から科学技術を支え発展させる人材を

輩出することを目指しています。そのため，この選抜による入学者には少人数特別カリキュラムが用意されて

おり，早期に専門基礎教育を履修し，研究活動を開始することができます。 

この選抜の入試では SSH 活動等で行った研究活動が，面接試験のかたちで評価されます。また，高校 3年

生だけでなく，本年 3月に卒業した人も応募できます。詳しくは募集要項を読んでください。 
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工学部入学者受入れの方針（アドミッションポリシー） 

 

【工学部入学者受入れの方針】 

・工学部の求める入学者 

現代社会では，豊かな暮らしをめざして効率性や利便性を追求するだけでなく，人と環境にやさしい配慮も

求められています。工学部では，工学教育の伝統的な専門性を尊重しながらも，その枠を超えて互いの連携・

融合を図ることにより，常に，広範な社会的要請に応えられる専門教育システムの確立に努めています。そし

て，「なぜ」「いかにして」「何をなすべきか」の３つの能力とマインドを総合的に備え，それを実践できる工

学技術者・研究者の育成を目指します。 
私たちは，工学を「豊かな人聞社会の構築をめざす実践の学問」と考えています。社会と環境を支える技術

者・研究者を育成する工学部では， 
 １．「なぜ」を問う好奇心・探究心 

２．「いかにして」を構想し，実践する力 

３．「何をなすべきか」を主体的に考える力 

を修得することに，興味と資質を有する人材を求めます。 

 

・入学者選抜の基本方針 

本学部の教育理念・目標に合致した学生を選抜するために，一般入試の他に３年次編入学，私費外国人留学

生入試，理数大好き学生選抜及び先進科学プログラム（飛び入学）学生選抜の特別入試を実施しています。 

 

・入学までに身に付けて欲しいこと 

高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課している科目）について充分に理解できていることが

必要です。数学を含む理系科目は工学の基礎となる科目なのでとても重要ですが，国語，外国語も，将来，報

告書を作成する上で重要です。論理的な思考で組み立てられた報告書が書けなければ自らの考えを他人に伝え

られないので，技術者・研究者としての価値がなくなってしまいます。具体的な理系科目は学科によって重要

度が異なりますので，各学科の入学者受入れの方針を参照してください。また，「なぜを問い，いかにして何

をなすべきか」を修得していく上で，もう一つ重要なこととして，「学ぶ」ことを楽しむ姿勢を身に付けてい

てほしいと考えています。 

 

 

【ナノサイエンス学科入学者受入れの方針】 

・ナノサイエンス学科の求める入学者 

原子・分子レベルのナノスケールの世界を操り，新しい科学・工学領域を切り拓く意欲のある人。特に，夢

と強い探究心と粘り強さをもつ人。 

 

・入学者選抜の基本方針 

① 方式Ⅰ 

スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）活動等の課題研究で優れた成果をあげたものには，個別学

力検査に代え，当該課題研究に関する発表等を含めた面接を行い，数学・理科の基礎的な資質・能力，自

己表現力，熱意などを総合的に評価します。また，大学入試センター試験の成績に基づいて基礎学力の確

認を行います。 
② 方式Ⅱ 

著名な国際科学コンクールの日本代表またはそれに準ずる成績をおさめたものには，個別学力検査に代

え，受賞した研究に関する発表や口頭試問を含めた面接を行い，基礎学力，数学・理科の基礎的な資質・

能力，自己表現力，熱意などを総合的に評価します。 

 

・入学までに身に付けて欲しいこと 

高等学校で履修した科目（大学入試センター試験で課している科目）の基礎学力を入学までに充分に身に付

けておくことが必要です。特に，ナノサイエンスの分野では，ナノスケールの諸現象を理解するために必要な

物理や数学に加え，様々な物質をあつかうための化学に関する知識など幅広い基礎が必要です。ナノサイエン

スへの興味にとどまらず，学問分野の垣根にとらわれずにいろいろなサイエンスに興味がもてるように心がけ

てください。 
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１．募集する学科及び募集人員 
 

募集学科 募集人員 備     考 

ナ ノ サ イ エ ン ス 学 科 若 干 名 
 出願の際，入学志願票（以下「志願票」という。）及び受

験票に出願する方式を記入（○で囲む）してください。 

 
 

２．出願資格 

 
次の①を満たし，方式Ⅰについては②③，方式Ⅱについては④の要件を満たすもの 

 

① 高等学校（中等教育学校及び特別支援学校高等部を含む。以下同じ。）を平成 27年 3月に卒業した者及

び平成 28 年 3 月卒業見込みの者（学校教育法施行規則第 93 条第 3 項の規定に基づき平成 27 年度中に

高等学校を卒業又は卒業見込みの者を含む。） 

 

【方式Ⅰ】 

② 次のア又はイのいずれかに該当する者 

ア 理科に関する実験・調査活動・クラブ活動などを通して優れた自由研究を行った者 

イ 日本学生科学賞（読売新聞社），JSEC（朝日新聞社）など，審査制度のある自然科学並びに工学系

のコンテストやコンクール等で優れた成果を発表した者 

③ 平成 28年 1月実施の平成28年度大学入学者選抜大学入試センター試験で指定する教科・科目（4ページ

参照）を受験する者 

 

【方式Ⅱ】 

④ 高校生を対象とした個人研究で，著名な国際科学コンクールの日本代表又はそれに準ずる成績をおさめ

た者 
(注)“著名な国際科学コンクールの日本代表又はそれに準ずる成績をおさめた者”に関する具体例としては下記のような賞

があります。 

   国際学生科学技術フェア（Intel ISEF）の日本代表を決める際の選出対象となる下記の賞 

１）日本学生科学賞 入賞者 （内閣総理大臣賞，文部科学大臣賞，環境大臣賞，科学技術政策担当大臣賞，全日本科

学教育振興委員会賞，読売新聞社賞，科学技術振興機構賞，日本科学未来館賞，旭化成賞，読売理工学院賞）など 

２）高校生科学技術チャレンジ グランドアワード3賞（文部科学大臣賞，科学技術政策担当大臣賞，科学技術振興機

構賞），特別協賛社賞（富士通賞），協賛社賞（花王賞，JFEスチール賞），主催者賞（朝日新聞社賞）など 

 
 

３．身体等に障害を有する入学志願者の事前相談 
 
身体等に障害があり，受験上又は修学上特別な配慮を必要とするものは，出願に先立ち，次により事前相談

の申請を行ってください。 
 

(1) 提出書類 

① 事前相談申請書（用紙は，工学系事務センター学部学務グループに請求してください。） 

② 医師の診断書（障害の程度及び必要とする具体的な措置等を記載したもの） 

 

(2) 相談内容の検討 

提出された書類に基づき，本学関係者で検討を行います。ただし，検討の過程において，志願者本人，

保護者又は出身学校関係者へ照会する場合があります。 

 

(3) 事前相談の締切日 

平成 27 年 10 月 2 日（金） 

 

(4) 申請書請求先及び書類提出先 

〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1番 33 号 

千葉大学工学系事務センター学部学務グループ 

電話０４３－２９０－３０５４ 
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４．出願手続等 
 

(1) 出願受付期間   平成 27年 10月 29日（木）から11月 4日（水）まで（必着）〔土・日・祝日を除く〕 

 

(2) 出願方法 

(3)の①～⑫の出願書類を取り揃えてこの要項に添付してある願書送付用封筒に同封し，(1)の出願受付

期間内に必着するように，書留郵便で工学系事務センター学部学務グループあて送付してください。なお，

持参する場合は，(1)の出願受付期間の 9時から 12時，13 時から 17 時の間に工学系事務センター学部学

務グループへ提出してください。 

 

(3) 出願書類 

① 志願票 
この要項に添付してある所定の各用紙を使用してください。記入に当たっては，

下記(注)及び各用紙に記載されている記入上の注意をよく読んで，黒のボールペ

ンで自筆，楷書でていねいに記入してください。誤って記入した場合は，二重線

で消し，余白に記入してください。なお，「※」の欄は記入しないでください。 

(注)１ 志願票には，振込後の検定料振込証明書「貼付用（大学提出用）」（金融

機関出納印が押印済のもの）を必ず貼り付けてください。 

２ 志望理由書及び研究成果報告書には，直接記入せずにワープロ等でプリ

ントアウトした原稿を貼り付けても構いません。 

② 受験票 

③ 志望理由書 

④ 研究成果報告書 

⑤ 写真２枚 
写真２枚（大きさ縦 4㎝×横 3 ㎝，上半身，正面，脱帽で最近 3 カ月以内撮影

の同じもの）を用意し，志願票に１枚，受験票に１枚貼り付けてください。 

⑥ 自由研究，コンテ

スト，コンクール

等の実績資料 

自由研究，コンテスト，コンクール等に応募した論文，レポート等のコピーを，

また受賞歴がある場合は，賞状，新聞記事等のコピーを提出してください。なお，

提出した資料は返却しません。 

⑦ 調査書 出身高等学校長が作成したものを提出してください。 

⑧ 

 

 

 

 

検定料振込証明書

「貼付用（大学提

出用）」（金融機関

出納印が押印済の

もの） 

出願する前に，この要項に添付してある所定の振込用紙により，検定料 17,000

円を最寄りの銀行等の窓口で振り込んでください。（振込手数料は本人負担となり

ます。なお，ゆうちょ銀行では振り込むことができませんので注意してください。

また，ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用できません。） 

振込後，銀行等から受領した検定料振込証明書「貼付用（大学提出用）」を志願

票の所定枠内に貼り付けてください。 

(注) いったん納入した検定料は原則として返還しません。ただし，検定料を誤

って振り込み，出願しなかった者が本学所定の返還手続を行った場合は，検

定料の全額を返還します。返還手続の詳細については，工学系事務センター

学部学務グループに確認してください。（返還手続きの期限：平成 28 年 3 月

31 日 17 時まで） 

⑨ 出願書類受理通知

用はがき 

この要項に添付してある所定のはがきに，志願者本人の郵便番号，住所及び氏

名（２箇所）を記入し，52 円分の郵便切手を貼ってください。 

⑩ 入学試験関係書類

送付用封筒Ⅰ 

この要項に添付してある所定の封筒に，志願者本人の郵便番号，住所及び氏名

を記入し，672 円分の郵便切手（簡易書留速達料金を含む。）を貼ってください。

⑪ 

 

入学試験関係書類

送付用封筒Ⅱ 

この要項に添付してある所定の封筒に，志願者本人の郵便番号，住所及び氏名

を記入し，392 円分の郵便切手（簡易書留料金を含む。）を貼ってください。 

※方式Ⅱは不要。 

⑫ あて名票 
この要項に添付してある所定のあて名票に，志願者本人の郵便番号，住所及び

氏名を記入してください。 

 

(4) 出願の際の留意事項等 

① 出願書類に不備がある場合は，受理しません。 

② 出願後の出願内容の変更はできません。 

③ 受理した出願書類は，いかなる理由があっても返却しません。 

④ 本選抜の合否及び入学手続等に関する個人情報（氏名及び大学入試センター試験受験番号）は，大学

入試センター及び併願先の国公立大学（独自日程で入学者選抜を行う公立大学を除く。以下同じ。）に

提供され，国公立大学の一般入試合格者の決定を行うための情報として利用されます。 

  ⑤ 本選抜の過程で収集した個人情報は入学者選抜の実施のほか，管理運営業務，修学指導業務，入学者

選抜方法等における調査・研究に関する業務等を行うために利用します。 
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(5) 出願書類の受理通知 

出願書類を受理した後，出願書類受理通知用はがきにより通知します。 

 

 

５．入学者選抜 

 
【方式Ⅰ】 

選 抜 選 抜 期 日 選    抜    方    法    等 

第１次選抜 

(書類選考) 

平成 27 年 

11 月 6 日(金) 

～9 日(月) 

出願時に提出された書類（調査書，志望理由書，研究成果報告書等）に

より，第１次選抜合格者を決定します。 

第２次選抜 

(面接) 

平成 27 年 

11 月 21 日(土)

14 時～ 

第１次選抜合格者に対し，研究成果の発表等の面接（１人当たり 20～30

分の面接時間の前半 10分で研究成果の発表を行い，後半で質疑応答を行い

ます。研究成果の発表方式は自由ですが，出願時に方式の申告が必要とな

ります。）を工学部校舎で行い，第２次選抜合格者を決定します。 

なお，受験に関する注意事項等の詳細については，受験票送付の際に同

封するとともに，平成 27年 11 月 20 日（金）9時に工学部掲示板へ掲示（検

査当日まで）します。 

大学入試セ

ンター試験 

平成 28 年 

1 月 16 日(土)

～17 日(日) 

第２次選抜合格者のうち，平成 28 年度大学入試センター試験において下

表の指定教科・科目を受験し，指定教科・科目の総得点（配点合計）が 70％

に達した者を最終合格者として決定します。 

大学入試センター試験の指定教科・科目等 

指 定 教 科 ・ 科 目 指定科目数 配点

ナ

ノ

サ

イ

エ

ン

ス

学

科 

数 学
数学Ⅰ･数学Ａ 1 科目 100 

数学Ⅱ･数学Ｂ 1 科目 100 

理 科
物理 1 科目 200 

化学 1 科目 200 

外国語

英語(筆記及びリスニング)， 

ドイツ語，フランス語，中国語， 

韓国語 

左記から 

1 科目 
200 

合    計 3 教科 5科目 800 

(注) 上記以外の教科・科目を受験しても，本選抜には影響しません。 

 

 
【方式Ⅱ】 

選 抜 選 抜 期 日 選    抜    方    法    等 

面接 平成 27 年 

11 月 21 日(土)

14 時～ 

研究成果の発表等の面接（１人当たり20～30分の面接時間の前半10分で研

究成果の発表を行い，後半で質疑応答を行います。研究成果の発表方式は

自由ですが，出願時に方式の申告が必要となります。）を工学部校舎で行い

ます。提出された書類（調査書，志望理由書，研究成果報告書等）並びに

研究発表，面接及び口頭試問により，総合判定のうえ合格者を決定します。

（大学入試センター試験は免除します。） 

なお，受験に関する注意事項等の詳細については，受験票送付の際に同

封するとともに，平成 27年 11 月 20 日（金）9時に工学部掲示板へ掲示（検

査当日まで）します。 
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６．合格者発表等 
 
【方式Ⅰ】 

(1) 第１次選抜合格者発表 
第１次選抜合格者受験番号を平成 27 年 11 月 10 日（火）13時に工学部掲示板へ掲示（11月 11 日（水）

17 時まで）するとともに，志願者全員に同選抜結果通知等の関係書類を送付します。 
(注) 第１次選抜の不合格者については，平成 28 年 3 月 31 日（木）17 時までに本人が所定の手続を行

った場合に検定料の一部（13,000 円）を返還します。（返還手続の詳細は，第１次選抜の不合格通知
に同封します。） 

 
(2) 第２次選抜合格者発表 

第２次選抜合格者受験番号を平成 27 年 12 月 4 日（金）13 時に工学部掲示板へ掲示（12 月 6 日（日）
まで）するとともに，受験者全員に同選抜結果通知等の関係書類を送付します。また，第２次選抜合格者
には「平成 28センター試験成績請求票 国公立ＡＯ入試用」を工学系事務センター学部学務グループへ送
付していただきます。 

 
(3) 最終合格者発表 

合格者受験番号を平成 28 年 2 月 10 日（水）13 時に工学部掲示板へ掲示（2 月 11 日（木）まで）する
とともに，合格者に合格通知等を送付します。 
（注） 合格者は，平成 28 年 2月又は 3月に実施する国公立大学の個別学力検査等を受験しても，その大

学・学部の合格者とはなりません。ただし，特別の事情があり，本学部に「入学辞退願」を提出し，
その許可を受けた場合にはこの限りではありません。 

 
【方式Ⅱ】 
 合格者受験番号を平成 27 年 12 月 4 日（金）13 時に工学部掲示板へ掲示（12 月 6 日（日）まで）するとと
もに，合格者に合格通知等を送付します。 

（注） 合格者は，平成 28 年 2月又は 3月に実施する国公立大学の個別学力検査等を受験しても，その大
学・学部の合格者とはなりません。ただし，特別の事情があり，本学部に「入学辞退願」を提出し，
その許可を受けた場合にはこの限りではありません。 

 

７．入学手続等 
 

(1) 入学手続日時及び場所 
合格者は，平成 28 年 2月 17 日（水）の 9時から 11 時 30 分，13 時から 16時の間に工学系事務センタ

ー学部学務グループへ直接出向いて入学手続を行ってください。入学手続を行わないと入学を辞退したも
のと見なしますので充分注意してください。 
(注)１ 入学手続には，平成 28 年度の「大学入試センター試験受験票」（方式Ⅰのみ）及び「千葉大学受

験票（又は合格通知書）」の提示が必要ですので大切に保管してください。 
２ 本選抜の入学手続を完了した場合，他の国公立大学に入学手続を行うことはできません。 

 
(2) 入学手続の際に納入する主な経費 

入  学  料‥‥‥‥‥‥‥‥‥282,000 円 
学生保健互助会費‥‥‥‥‥‥‥ 8,000 円（4年分） 
学生教育研究災害傷害保険料‥‥ 4,660 円（4年分） 
（学研災付帯賠償責任保険 Aコース含む） 
(注)１ 新入生の授業料は，入学後の 5月（前期分）及び 10 月（後期分）に口座引落により納入して 

いただきます。口座引落手続きについての詳細は入学手続の際に改めてお知らせします。なお， 
  前期分・後期分授業料はそれぞれ 267,900 円（年額 535,800 円）です。 

また，入学して 2年目から，前期分授業料は 4月が口座引落しの月となります。 
２ 入学料及び授業料等の改定が行われた場合には，改定時から新入学料及び新授業料等が適用さ     
れます。 

３ 入学料及び授業料が免除される制度があります。 
詳細は，千葉大学ホームページ 
 http://www.chiba-u.ac.jp/student/payment/exemption/index.html をご覧ください。 
入学料及び授業料免除に関する問い合わせ先 
学務部学生支援課 電話 043-290-2178 

４ 納入した入学料は，いかなる理由があっても返還しません。 
５ 学生保健互助会費（疾病負傷の際に相互に救済し，進んで健康保持に寄与することを目的とし
ております。）及び学生教育研究災害傷害保険料・学研災付帯賠償責任保険料（正課中，学校行
事中，課外活動中，通学中における傷害事故に対して補償するものです。また，他人にケガをさ
せたり，他人の財物を損壊したりした場合の補償も含まれます。保険料の改定が行われた場合に
は，改定時から新保険料が適用されます。）は，平成 28 年 3 月 31 日（木）までに郵便局又はゆ
うちょ銀行で払い込んでください。 

詳細は，学務部学生支援課へ問い合わせてください。 
 電話 043-290-2220（学生保健互助会） 
 電話 043-290-2162（学生教育研究災害傷害保険） 
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８．学科と特別カリキュラムの紹介 
 

■ナノサイエンス学科 

＜１０億分の１メートルの世界を究める明日の科学＞ 

「原子を自由に操る」― 物の性質を，その根源から組み上げて意のままに創り出す。近年のナノテクの発

展により，これまで不可能であったことが，今まさに実現しようとしています。原理に基づき，現実世界を構

築する，大きな可能性を秘めたこの手法は，極微小素子や超高効率素子の開発にとどまらず，単一の分子で働

く分子デバイスの開発や，ＤＮＡなどの生体分子機能を電子レベルで解明し，利用する研究など，新しい領域

を切り拓いています。そこでは，原子・分子レベル（ナノメートルサイズ）で構造を制御し，人工的に構築す

るための，高度な物理的・物理化学的手法や物性科学・デバイス工学の基礎が不可欠であるばかりでなく，そ

の枠組みを超える学問領域が必要となってきます。このような背景から，「ナノサイエンス学科」が誕生しま

した。  

本学科では，ナノスケールでの電子機能，光機能，表面・界面機能を第一線で研究するナノ物性工学分野の

教員が，教育を担当します。さらに，幅広い視野と学問領域の融合を図るために，電気電子工学系，理学（物

理・化学）系と密接に連携し，ナノサイエンスに関連するエレクトロニクス，エネルギー，バイオ素子領域へ

の展開を目指しています。 

私たちは，ナノサイエンス分野に羽ばたく挑戦者を育てたいと考えています。少人数教育を基本に，教員と

の密接なコミュニケーションと世界レベルの研究を体験し，専門性，広い視野，柔軟な価値観，国際的活動力

をもつ力強い研究者・技術者の育成を目指します。また，入試（後期日程）では，探究心や粘り強さを重視し

た評価を取り入れるなど，新しい取り組みも行います。 

カリキュラムは，専門教育に入る前に，基礎となる教育を行います。１年次では，数学・物理・化学などの

工学基礎，２年次では，統計力学，量子力学，応用物理学などの専門基礎を重点的に学び，専門教育への基礎

学力と展望が得られるように配慮しています。３年次からは，工学的視点から，ナノメートルサイズで現れる

様々な現象の物性物理・物性化学・デバイス物性，分子スケールでの表面・界面の電子・光物性を学び，専門

学力を身につけます。４年次では，先端科学研究の体験を通して応用力を強化します。 

卒業後は，さらに高度な能力を養うために，大学院へ進学できます。就職先は，ナノテク分野が関連する電

機・通信・情報産業，精密機械産業，化学・印刷産業，有機・バイオ関連分野など多様な方面が可能です。 

 

ナノサイエンス学科ホームページ http://adv.chiba-u.jp/nano/nano-students/ 

 
■特別カリキュラム 

この入試で入学した「理数大好き学生」には，通常の授業に加えて，「先端科学探求コース」と呼ばれる特

別カリキュラムが実施されます。このコースでは，以下のような自由課題研究を中心にした「プロジェクト研

究Ⅰ」，「プロジェクト研究Ⅱ」，及び「先端科学特別研究」の３科目が開講されています。これら３科目をす

べて履修すると，卒業後の成績証明書に「先端科学探求コース修了」と記載されます。 
 

○ 物理実験に必要な基礎技術の習得：ノギス，マイクロメータ，秤の使い方，テスタを使った電圧，電流の     
測定，オシロスコープの使い方，コンピュータによるデータ整理，機械工作（旋盤，ボール盤，フライス

盤），電子工作（電源，発振回路） 
○ 化学に関する基礎実験：導電性高分子の合成，振動反応 
○ 自由課題研究：学生からの自主的なテーマ提案による課題研究 
（事前打ち合わせ，中間報告会，最終報告会，レポート作成） 

○ 研究機関見学：他大学や研究所等の研究機関見学ツアー（旅費の補助があります） 
 
また，「理数大好き学生」には，学習・研究のための自習室が用意されていて，1 年次生から利用できます。

自習室にはパソコンと実験機器が準備されていて，通常の授業の予習，復習はもちろんのこと，各自の自由課

題研究を進めることもできます。また，自習室の近くにはナノサイエンス学科の先生の研究室があるので，い

ろいろなことを相談しやすい環境になっています。 
 

９．平成 27 年度工学部理数大好き学生選抜実施状況  

募集学科 募集人員 
志願者数 

第 1次選抜 

合格者数 

第 2次選抜 

合格者数 

最終 

合格者数 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

ナ ノ サ イ エ ン ス 学 科 若干名 2 1 3 2 1 3 2 1 3 1 0 1 



①	 事務局
②	 財務部
③	 総合安全衛生管理機構（保健管理棟）
④	 産学連携・知的財産機構
⑤	 共用機器センター
⑥	 統合情報センター
⑦	 環境リモートセンシング研究センター
⑧	 総合安全衛生管理機構（有害廃棄物管理棟）
⑨	 アカデミック・リンク・センター、附属図書館
⑩	 文学部・法政経学部
⑪	 教育学部
⑫	 理学部
⑬	 事務局（施設環境部・キャンパス整備企画室）
�	 工学部
⑮	 総合校舎
⑯	 自然科学系総合研究棟1
⑰	 国際教育センター
⑱	 アイソトープ実験施設
⑲	 工学系総合研究棟
⑳	 自然科学系総合研究棟2
�	 工学系総合研究棟2
�	 ベンチャービジネスラボラトリー
�	 工学部附属創造工学センター




